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１．はじめに 

 頭付きスタッドの軸径は JIS B 1198-

1995 において規定されているが, 2011

年 ISO の規格と整合を考慮し,JIS B 

1198-2011では,φ13㎜,φ16㎜,φ19mm,

φ22㎜に加えて,φ10mmおよびφ25mmの

スタッド軸径が追加された. 既往の研

究では,スタッドが溶接された鋼板の引

張疲労試験や押し抜きせん断試験など

の研究が行われ,φ25mm の頭付きスタッ

ドの強度などが明らかにされてきた.し

かしφ25 ㎜の頭付きスタッドの軸方向

の疲労特性に関する正確なデータが極

めて少なく，明らかになっていないのが

現状である 1)2)3)．              図-1 試験体概要      写真-1 試験体設置状況 

 本研究では, JIS の新規格のφ25 ㎜と従来から使用されているφ22 ㎜の頭付きスタッドを用いて，軸方向

引張疲労試験を行う.そこで得られた試験結果を S-N 曲線図に示し，どの程度の疲労強度を有しているかを調

べ，従来のφ22 ㎜と同程度に使用することが可能かどうかを検証する. 

２．実験概要／手法                表-1 試験条件および試験結果 

 実験で用いる供試体は載荷治具の設計

の 都 合 上 , 図 -1 に 示 す よ う に ，

100x100x19mm の SS400材鋼板の両側にφ

22 ㎜またはφ25 ㎜の頭付きスタッドを

スタッド溶接により作成した．頭付きス

タッドは最大 5°までの仕上がり時の許

容角度が定められており,溶接時に治具

等を用いても軸線が一直線にならないこ

とが懸念された．そのため，写真-1に示

すように，スプリットテーパーワッシャ

を 2枚重ねにして，治具と頭付きスタッドの間に設置し，スタッドの頭の部分と治具との間の隙間を極力無く

し，曲げによるひずみのアンバランスを減らした．試験中はスタッドの軸に貼り付けたひずみゲージの値をモ

ニタしながら，可能な限り偏心が小さくなるよう調整した．試験条件および結果の一覧を表-1 に示す． 

 キーワード 頭付きスタッド，φ22mm，φ25mm，軸方向疲労強度，スタッド溶接 

 連絡先   〒470-0392 愛知県豊田市八草町八千草 1247 愛知工業大学工学部土木工学科 ＴＥＬ0565-48-8121 
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φ22 239.2 94.7 249.2 3.8 10.0 99,000 

148.2 60.1 158.2 3.7 9.7 288,000 

100.0 41.8 110.0 3.8 10.0 3,444,000 

70.0 30.4 80.0 3.8 10.0 4,608,000 

φ25 192.9 99.5 202.8 4.1 8.4 200,000 

148.6 77.8 158.6 4.9 10.0 295,000 

140.8 74.8 152.5 5.7 11.6 ※500,000 

100.1 54.0 110.1 4.9 10.0 1,054,000 

70.1 39.3 80.1 4.9 10.0 4,418,000 
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３．実験結果 

 表-1 で示した 4 種類の応力範囲で試験を行った.試験後の頭付

きスタッド試験体の破断箇所と破断面の一例を写真-1 および 2 に

示す．上段は破断時の全体を示し，下段は破断面を示す．多くは頭

付きスタッドの頭部分で破断し，2体は頭付きスタッドと鋼板の溶

接部分で破断する形となった. 頭の直近で破断した場合は，やや

偏心の影響が考えられるが，今回の試験体は全て 1°に満たない状

態で行った．また，テーパーワッシャを 2 段重ねで治具との間に

挿入したが，輪ゴムで固定するなどの工夫をしたため，試験中に外

れるなどの不具合は生じなかった．また，スタッド軸に貼り付けた

ひずみ値についても試験中の大きな変動も見られなかった．図-2

にφ25 ㎜ 100MPa 時のひずみ分布と曲げモーメントに換算した際

の引張中心をプロットの例を示す．                   写真-2 頭部破断の例 

 表-1 で示した応力範囲での軸径φ22㎜，φ25㎜の疲労試験結果

を表-1および図-3のS-N曲線上に示す．図の縦軸は応力範囲（MPa），

横軸は繰り返し数（回）を示す.S-N曲線には,日本鋼構造協会（JSSC）

が定める強度等級の D 等級から H 等級までを示す．軸径φ22 ㎜，

φ25 ㎜の頭付きスタッドは，JSSC が定める疲労強度等級の F 等級

（非仕上げの隅肉溶接）程度の疲労

強度を有しており,一部 E等級（非仕

上げの完全溶け込み溶接）を有して

いることが図から読み取れる. ま

た，図より，軸径φ22㎜，φ25㎜を

比較すると大きな差はなく同程度の

疲労強度を有している. 

４．まとめ           図-2 ひずみ値および引張中心    写真-3 溶接部破断の例 

 本研究ではφ22 ㎜とφ25 ㎜の頭付きスタッドの軸

方向引張疲労試験により疲労強度を示した以下に本

研究で得られた結論を示す. 

1) S-N 曲線図から軸径φ25㎜の頭付きスタッドは，

JSSC が定める疲労強度等級の F 等級以上を満た

している.  

2) 軸径φ22 ㎜とφ25 ㎜は同程度の疲労強度を有し

ている事が確認された. 

3) 今回の疲労試験で行った試験体の一部が偏心の

影響などで，頭部分で破断する場合が見られた.  
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